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▲上田教授の講演に耳を傾ける来場者

合員の集い開催
ＪＡこまち・ＪＡこまち農政対策本部

　３月８日、ＪＡこまち・ＪＡこまち農政対策本部は、湯沢市で令和６年度「組合員の集い」を開催し、約200名の

組合員の皆さまにご来場いただきました。

　当日は秋田県立大学　生物資源科学部　アグリビジネス学科の上田賢悦教授を講師に迎え、「スマート農業がも

たらす新しい農業と農村の姿」についてご講演いただきました。また、地元酒造メーカーの日本酒やすきやき用皆

瀬牛をはじめ、ガソリン50ℓ券などが当たるお楽しみ抽選会も行われ、当選された方には会場から拍手が送られ

ました。

▲意見交換会の様子▲藤原諭専務（左）から『あきたこまち』と支援金を受け取る
阿部大地代表（右）

組

　３月４日、ＪＡこまち女性部は「ＪＡ運営への女

性の参加・参画促進のために」のテーマのもと、Ｊ

Ａこまち役職員との意見交換会を湯沢市で開き、女

性部役員９名と役職員14名が出席しました。

　当日は、金融共済部門に関する意見や要望がもっ

とも多く、次いで営農・経済部門やＪＡ運営に関す

る意見などが寄せられました。

　また同日は、初めてフリートーク形式の意見交換

会も実施され活発な意見交換が行われました。

Ａ運営へ女性の参画を
ＪＡこまち女性部

　３月10日、ＪＡこまちは地域貢献活動の一環と

して、秋田美郷ほとり食堂へ『あきたこまち』10

㎏と支援金を寄贈しました。『あきたこまち』は子

ども食堂に訪れた子どもたちに振る舞われる予定で、

藤原諭専務は「子どもたちのお腹と心が温かい気持

ちで満たされたら嬉しい」と話しています。

　当ＪＡでは今後も安全・安心な地域社会の実現や

地域の皆さまの健やかな生活を守るために、地域の

ニーズに応じた地域貢献活動に取り組んでまいります。

ども食堂へ『あきたこまち』と支援金を寄贈
ＪＡこまち地域貢献活動

Ｊ子
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▲総合司会を務められた
相場詩織アナウンサー

▲講師の上田賢悦教授

　４月10日と11日の二日間、ＪＡこまちは「農機センター春の展示会」を新広域集出荷
所敷地内で開催し、214名のお客さまにご来場いただきました。
　今年度は畦刈機や耕運機など、春作業に活躍する農機具をはじめ、ドローンや自動草刈
機といった最新機能が搭載された農機具が多数展示されました。また、生産者の声を反映し、
農業者団体とメーカーが実証実験をおこなって誕生した共同購入コンバインYH448AEJU
も注目を浴びていました。
　瀬川俊幸農機センター長は「今後も組合員の皆さまのニーズに合った農機具の販売促進
に努めていきたい」と話しています。
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タックニュース

農業者賠償責任共済のご紹介
農業者の皆さまは次の事例のような体験や思いをしたことはございますか？

上記のような
“農業における発生するさまざまな
賠償リスクを幅広く保障する”のが
農業者責任共済“ファーマスト”です！

農業者のための３つの特徴

保障内容や掛金など、詳しくはお近くのＪＡ窓口、
またはライフアドバイザーまで、お気軽にご相談ください。
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保管物賠償

1PJOU̍ 農業に関する幅広い賠償責任をカバーします

1PJOU̎ 農地面積と支払い限度額に基づく、分かりやすい共済掛金設定です
1PJOȔ 自動継続のため、継続手続きは不要です

ＴＡＣとは …  『担い手を訪問して聴き取った情報をもとに、担い手農家の視点に立った事業提案を行います。
担い手が成果を得られることを目的とし、農業者とＪＡグループとの信頼関係やＪＡ事業に
結びつけていくことにも取り組んでまいります。
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　ＪＡこまちでは、４月１日付で人事異動を
発令しましたので、職員の配置図をお知らせ
いたします。

ＪＡこまち組織機構配置図
（令和７年４月１日現在）
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〈部署・役職名〉〈職員氏名〉

　在職中は、組合員の皆さまに
大変お世話になりました。誠に
ありがとうございました。
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母ちゃんの味母ちゃんの味母ちゃんの味 の͜·ちࣗຫࢲ
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ಓͷӺ͓͕ͪ�খொͷڷ
˟01��0205
秋田県湯沢市খڮࣈ本�0
5&-�01���52�5500
ϗーϜϖージはこちら

キッチンカーを開業するに至ったきっかけをお聞かせください
　コロφՒでおళを࣋ってお客さまをͭΑΓも、た͘さΜの
ਓがډる所に「自͔Β͚ߦたΒいいな」とͣっと͑ߟていま
した。実ՈがंさΜとい͏ことも͋Γ、྆や༑ਓの͑ࢧも
͋Γ「メニϡーのܾまっていないΩονンカー」を開業するこ
とにしました。
こだわりについて教えてください
　こだΘΓはՆݶఆの͔きණです。農ՈさΜ͔Β「いちご」や
「すもも」を入れています。γロοϓはΦϦδφϧで
Ճするイϕンτのコࢀ、の͔きණのϑΝンも多いです。またࡊ
ンセϓτに合ったメニϡーߏにすることで、ଞのΩονンカー
とメニϡーがඃΒないΑ͏にしています。
今後の目標をお聞かせください
　イϕンτや出ళをきっ͔͚に、いΖいΖな業छのํʑとΩο
νンカーを௨してळాをΓ্͛ΒれるΑ͏、おもしΖいこと
を͑ߟてؤுっていきたいです。

コンセプトは“メニューの
決まっていないキッチンカー”ココミテ！

๓͍のڷΩςΩςʂ

ＪＡこまち女性部
皆瀬支部

佐藤　久代

　ちょっと疲れた時に、ホッとする一杯
です。豆腐は焦がさないように、野菜は
煮込み過ぎないように気を付けながら
作ってみてください。

ྉࡐ

Γํ࡞
ᶃ౾は̒にしてਫؾをる。େࠜとਓࢀは
いちΐ͏Γ、ご΅͏はཚΓにする。
ᶄްखのುにごま༉を入れ、ڧめのதՐでする。
ԹまったΒ౾を入れて、ͣ͘しながΒমき৭
を͚ͭる。
ᶅେࠜとਓࢀ、ご΅͏をುにՃ͑、શ体をࠞͥな
がΒՐを௨す。
ᶆᶅがしΜなΓとしたΒҰ度Րをࢭめ、ࠛとだ
しोをՃ͑る。ͦの後、具ࡐがඃるఔ度のਫを
入れてதՐでࣽࠐΉ。
ᶇಅしたΒऑՐにする。େࠜがॊΒ͔͘なった
ΒຯḩɾञɾΈΓΜでຯをௐ͑る。Έのେき
さにったͶ͗をͤて。

けんちん汁

໖౾� ̍ஸ
� ʢ400ʙ�00̶ʣ
େࠜ� �00̶
ਓࢀ� 100̶
ご΅͏� 80̶
ごま༉� େさじ̏
Ͷ͗� దྔ

ࠛʢલ日͔ Βਫでもどしておいたもの。ʣ

� 10ᶲఔ度
˞だしोもとってお͘
ຯḩ� దྔ
ञ� దྔ
ΈΓΜ� దྔ

さん

˛େਓؾのϗοταンド

山田地区
キッチンカー
「旅するminja」

大沢　沙織さん

◀
お
し
ゃ
れ
な
寒
天
メ
ニュー
も
！

◀
出
店
情
報
は

　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
か
ら

黄
色
い
ボ
デ
ィ
ー
が目

じ
る
し
！

※天候の影響や生産者の都合に
より、入荷に遅れが生じる場
合がございます。農産物情報

ೖՙ༧ఆظ࣌ ্݄̑०ʙத०

詳しくはご来店前にお問い合せください。
タラの芽 ワラビ

道の駅おがち

春
10：00～15：00 

グルメ祭りの
26日土▶29日火４月 5月 3日土▶6日火

●羽後町役場

ಓのӺうご
๓いのڷ

セブン　
イレブン

●

　羽後町総合
●体育館

●
エネオス

●レストランれもん
57ಓのӺ͏ごの最新ใは

こちΒ͔Βʂ
ʲಓのӺ͏ ご�๓いの̥̝ڷ ʳ

ಓͷӺ͏͝�
 ͵

๓͍ͷڷ
͞ͱ

˟012�11�1
ळాݝ༤উ܊Ӌ後ொഅԻ内ࣈத200
5E-�018������128
'"9�01���5���1��

খொのڷΩςΩςʂ

※天候の影響や生産者の都合
により、入荷に遅れが生じ
る場合がございます。

農産物情報
ೖՙ༧ఆظ࣌

্݄̑०ʙத०
いちご 生ワラビ

詳しくはご来店前にお問い合わせください。

ＧＷ期間限定
　　フレーバー
�̐��⨇ʙ̑ � ⨃̒

⾢
い
Ϳ
り
͕
ỳ
こ

　
ク
Ϧ
ー
Ϝ
ν
ー
ズ

⾢
ラ
Ϝ
Ϩ
ー
ズ
ン

⾢
ν
ョ
ί
ν
ỽ
ϓ
ό
φ
φ

๓͍μΠχϯά

新メニュー新メニュー

̑̑��̑̑ ⨂⨂ ݄ʹ�։࠵ʂ
ಓͷӺ͏͝ϑϦϚΠϕϯτͰ͢

ϑϦʔϑϦʔ
ϚʔέοτϚʔέοτ

ϐϦਏϐϦਏ
ຯḩ͏ͲΜຯḩ͏ͲΜ
500500ԁԁʢ੫ࠐʣʢ੫ࠐʣ

お͐͠

Եঁ（9/22〜23/�）࠲　活気ͷあΔ好ௐ運。ඪを立ててまいਐすΕ݁Ռを出ͤます。ֶޠͷษڧやใऩूにも運が。旅行も٢ ޮ。りながೖってきます。たͩ予定は٧まり気ຯでかなりしͦうدࣖ　（22/�〜23/�）࠲ࢠࢰ 良くಈいて༡ͼに行くͮؒ࣌くりを
� �



౬ࢢɾ༤উࣃ܊Պҩࢣձ ホームページ：http://www.yutopia.or.jp~yoda/

健康耳より情報お口の健康

ＪＡळాްੜ࿈
༤উதԝපӃ

〒０１２-００５５　秋田県湯沢市山田字勇ヶ岡２５　ＴＥＬ:０１８３-７３-５０００（代表）　FAX:０１８３-７３-３７４９
ホームページ：http://www.ogachi-hsp.jp

˟÷øùȂ÷÷øü　秋田県湯沢市ࡾࣈπ��1
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福祉センター便り 　

雄
勝
中
央
病
院
歯
科
医
療
セ
ン

タ
ー
の
鍋
島
と
申
し
ま
す
。
今
回

は
全
身
麻
酔
の
観
点
か
ら
歯
科
の

役
割
に
つ
い
て
お
話
い
た
し
ま
す
。

２
０
１
２
年
頃
か
ら
、
全
身
麻
酔
で

手
術
を
受
け
る
前
に
お
口
を
き
れ
い

に
し
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
が
一

般
的
に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
手
術
前
に
口
腔
内
を
清
潔
に
し

た
群
と
し
な
か
っ
た
群
と
で
は
、
術

後
の
合
併
症
を
起
こ
す
リ
ス
ク
が
半

分
以
下
に
な
る
臨
床
デ
ー
タ
も
あ
り

ま
す
。
合
併
症
を
併
発
し
な
け
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
早
く
退
院
で
き
る
可
能
性

が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
現
実
は
、
体
に
不
調
（
足
が

痛
い
、
腰
が
痛
い
、
し
ん
ど
い
な
ど
）

が
あ
る
と
、
歯
科
受
診
は
困
難
に
な

り
ま
す
。
ま
ず
は
体
を
治
し
て
か
ら

と
考
え
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
で
は
、
ど
う
す
れ

ば
良
い
の
で
し
ょ
う
？
昭
和
の
頃
は
、

歯
が
悪
く
な
っ
て
か
ら
歯
科
を
受
診

す
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
し
か

し
、
近
年
は
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、

つ
ま
り
予
防
主
体
の
考
え
方
が
主
流

と
な
っ
て
い
ま
す
。
定
期
的
に
歯
科

受
診
を
し
て
、
悪
く
な
っ
て
い
る
場

所
が
あ
れ
ば
、
初
期
の
段
階
で
治
療

を
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
車
と

似
て
い
ま
す
よ
ね
？
車
検
に
出
し
て
、

悪
い
と
こ
ろ
は
交
換
し
て
安
全
に
運

転
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
小
さ
い
う
ち
か
ら
、
定
期

検
診
を
受
け
る
と
い
う
習
慣
を
身
に

つ
け
て
お
く
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し

ま
す
。
勿
論
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら

で
は
手
遅
れ
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
散
髪
感
覚
で
気
軽
に
定
期

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
良
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
の
師
が
生
前
よ
く
言
っ
て
い
ま
し

た
。「
病
気
は
早
い
段
階
で
治
す
方

が
時
間
と
金
が
か
か
ら
な
く
て
済

む
。」
と
。
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
高
く

な
っ
て
き
た
昨
今
、
な
ん
で
も
食
べ

ら
れ
る
よ
う
、
お
口
の
状
況
を
見
直

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？

雄
勝
中
央
病
院
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

鍋
島
　
謙
一

ガ
ン
治
療
と
お
口
の
ケ
ア
　
後
編

　

前
編
に
続
き
後
編
で
は
抗
ガ
ン
剤

治
療
、
放
射
線
治
療
で
の
お
口
の
ケ

ア
に
つ
い
て
で
す
。
抗
ガ
ン
剤
治
療

や
放
射
線
治
療
で
は
副
作
用
で
口
内

炎
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
全
身

状
態
や
お
口
の
清
掃
状
態
が
悪
い
と

口
内
炎
の
傷
か
ら
感
染
し
重
症
化
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ガ
ン
治
療
で

は
体
力
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
に
十

分
な
栄
養
摂
取
が
大
事
で
す
。
し
か

し
口
内
炎
が
重
症
化
す
る
と
痛
み
の

為
、
口
か
ら
の
食
事
が
困
難
に
な
り

低
栄
養
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

低
栄
養
に
な
る
と
ガ
ン
治
療
そ
の
も

の
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

抗
ガ
ン
剤
や
放
射
線
治
療
の
副
作

用
を
ゼ
ロ
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
副

作
用
の
症
状
を
少
し
で
も
和
ら
げ
ガ

ン
を
早
く
治
す
に
は
、
お
口
の
中
を

清
潔
な
状
態
に
保
つ
お
口
の
ケ
ア
が

有
効
で
あ
る
と
様
々
な
研
究
で
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ン
は
早
期
発

見
・
早
期
治
療
が
重
要
で
す
。
ガ
ン

が
見
つ
か
っ
て
か
ら
歯
科
治
療
を
開

始
し
て
も
十
分
な
時
間
が
取
れ
ず
必

要
な
治
療
が
行
え
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
実
際
、
虫
歯
や
歯
周
病
の
治

療
が
不
十
分
な
状
態
で
ガ
ン
治
療
を

始
め
て
し
ま
う
と
今
ま
で
症
状
の
な

か
っ
た
歯
が
急
に
悪
化
し
痛
み
や
腫

れ
が
起
き
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

前
編
で
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、

一
生
の
内
２
人
に
１
人
が
ガ
ン
に
罹

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ン
に
罹

る
こ
と
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
か
か
り
つ
け
の

歯
科
医
院
で
お
口
の
管
理
し
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

全
身
麻
酔
と
歯
科

ゆめこちゃんいなほくん

令和７年度スタート！よろしくお願いいたします。
　平成12年、介護保険制度創設と同時にＪＡこまちの介護保険事業がスタート。当初は
職員10名ほどの訪問介護から始まりました。あれから25年、事業も仲間も増えました。
　これからも地域福祉の一翼を担えるよう職員一同頑張ります。

5&- 01�3����20�0

·͜͝Ζਥ·͜͝Ζਥ

5&- 01�3����2020

5&- 01�3����2060

ＪＡこまち福祉センター
〒012-0015
湯沢市倉内字三ツ屋６-１
代表番号／0183-78-2020
Ｆ Ａ Ｘ／0183-78-2030

～お気軽にご相談ください～

5&- 01�3����2050
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information
　
　
　
ま
ち
の
昔
語
り
』
を
毎

回
楽
し
み
に
観
て
い
ま

す
。
昔
語
り
の
言
葉
は
難
し
い

け
れ
ど
「
と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の

ぷ
う
」
の
言
葉
と
と
も
に
笑
え

て
楽
し
い
で
す
ね
。

（
泉　

昭
子
さ
ま
）

　
　
　
の
多
か
っ
た
雪
も
、
知

ら
ず
知
ら
ず
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
道
ば
た
に
は

福
寿
草
も
蕾
を
大
き
く
し
、
開

花
を
待
っ
て
い
ま
す
（
か
わ
い

い
ね
）。
ま
た
忙
し
く
な
り
ま
す
。

（
Ｐ
Ｎ�

足
腰
痛
い
さ
ん
さ
ま
）

　
　
　
っ
と
春
が
来
ま
し
た
ね
。

春
と
一
緒
に
花
粉
も
飛

ん
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
つ
ら

い
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
春
が
大
好

き
で
す
よ
。

（
Ｐ
Ｎ�

リ
ョ
ウ
ち
ゃ
ん
さ
ま
）

　
　
　
東
の
桜
開
花
の
ニ
ュ
ー

ス
を
観
ま
し
た
。
秋
田

県
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

頃
に
咲
い
て
い
た
と
思
う
の
で
、

お
花
見
が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

食
べ
過
ぎ
に
は
気
を
つ
け
た
い

で
す
。

（
Ｐ
Ｎ�

チ
ェ
リ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
さ
ま
）

　
　
　
が
小
学
校
に
入
学
し
ま

す
。
新
品
の
ラ
ン
ド
セ

ル
を
自
宅
で
も
背
負
い
「
早
く

学
校
に
行
き
た
い
！
」
と
学
校

生
活
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

（
Ｐ
Ｎ�

さ
く
ら
こ
さ
ま
）

　
　
　
が
３
月
に
上
京
し
ま
し

た
。
親
と
し
て
不
安
は

あ
り
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
話
し
相

手
が
減
り
、
時
々
寂
し
く
な
り

ま
す
。

（
Ｐ
Ｎ�

は
る
ち
ゃ
ん
マ
マ
さ
ま
）

　
　
　
に
な
り
、
散
歩
を
し
ま

し
た
。
ま
だ
少
し
肌
寒

か
っ
た
で
す
が
、
軽
運
動
に
は

ち
ょ
う
ど
良
か
っ
た
で
す
。
道

ば
た
の
バ
ッ
ケ
が
と
て
も
美
味

し
そ
う
で
し
た
。

（
Ｐ
Ｎ�

土
筆
さ
ま
）

　
　
　
が
家
に
毎
年
訪
れ
る
ツ

バ
メ
さ
ん
た
ち
。
今
年

も
来
て
く
れ
ま
し
た
。
巣
作
り

や
子
育
て
を
見
守
り
な
が
ら
春

を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｐ
Ｎ�

ち
ゅ
ん
子
さ
ま
）

『
こあや

関孫娘春

我

読
者
の
ペ
ー
ジ

読
者
の
ペ
ー
ジ

〒012-0825
ळాݝ湯沢市ߥொ̑-̔ʮ̟Ａ͜·ͪใʯ
̚ϝʔϧɿLPIP!LPNBDIJ�PS�KQɹ'"9ɿ0183-78-2228
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「
Ｋ
ｏ
ｍ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
」で
は
、皆
さ

ま
か
ら
の
お
便
り
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
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広
報
誌
に
対
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
、
季
節
・
地
域
の
話
題

や
出
来
事
な
ど
を
下
記
の
応
募

先
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
葉

書
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

地
域
自
慢
風
景
・
面
白
農
産
物

な
ど
の
出
張
取
材
に
も
出
か
け

ま
す
の
で
情
報
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

お
便
り
募
集
中

εϚʔτϑΥϯ͔Β
おศΓΛ

おͪͯ͠い·͢ʂ

応募締切り…５月13日

ೋॏには͍ͬたจࣈを、Ａˠ̚のॱにฒͯ
Ͱ͖るݴ༿はԿͰしΐうかʁ

【応募方法】�①答え②〒住所③氏名④年齢⑤電話番号⑥ご意見・ご感想、季節の話題や出来事
をご記入の上、下記の応募先へ

λςͷΧΪ

①ひげそり前に顔に押し当てる人もいます
⑥その泉は――的な空気に包まれていた
⑦日本には謙譲の――の精神があります
⑨周囲より小高くなっている土地のこと
⑪�大きなビルが――のタケノコのごとく
増えてきた
⑫ひじをグッと曲げて出します
⑭�雑穀の一つ。アワやキビと並んで知ら
れています
⑮ちらしやにぎりがあります
⑰大勢の人が床のあちこちで眠ること
⑲�結んでお吸い物に入れることもある葉
野菜
㉑５月の空を泳ぎます

ʮΠʔελʔʯ
PN�クロッカスさま
PN�土筆さま
石井　久子さま

PN�バッケ大好きさま
PN�春うららさま

当選者（応募総数25通）

今月のプレゼント

5

①端午の節句に――人形を飾った
②鉛筆にもリンゴにもあるもの
③�2018年ごろに大流行した――ミルク
ティー
④漢字などの読み方を示す小さな文字
⑤小学校で一番授業が多い科目
⑧福島県の――は浜通りと呼ばれます
⑩カァカァと鳴きます
⑫�スロバキアと分離してできた国。首都
はプラハ
⑬フラダンサーの腰で揺れるもの
⑭初夏でも強く照りつけることがあります
⑯漢字では雲雀、日晴鳥などと書く鳥
⑱三毛、トラ、サバといえば
⑳ギュッと押すと気持ちいい

ϤίͷΧΪ

݄̐߸ͷ͑

ୈ̒ճＪＡこまちກΰϧϑେձ

開　催　日：令和７年６月19日（木）
場　　　所：羽後カントリー倶楽部
募 集 人 数：26組（104名）
目　　　的：健康増進と交流
集 合 時 間：各自スタート40分前現地集合
開　会　式：�午前７時50分　スタート前３組の方々は参加をお願いします。
ス タ ー ト：午前８時32分　アウト・イン同時スタート
組　合　せ：組合せは、後日参加者に通知します。
プ レ ー 代：9,970円（税込、セルフプレー、食事・ワンドリンク付）
コ ン ペ 費：6,000円（懇親会含み）※懇親会不参加の場合は2,000円
大会ルール：ダブルぺリア方式・ノータッチプレー　その他ローカルルール適用
賞　　　品：豪華景品を準備
表彰式及び懇親会：「ニュー千寿苑」にて、午後５時30分より行います。

ձɿӋޙΧϯτϦʔ۞ָ෦

ͱͳΔ߹͕͋Γ·͢ɻࢭͼ࠙ձʹͭいͯதٴΑΓදজࣜʹگછͳͲのঢ়ײ

湯沢北支店長　佐藤祐治（TEL0183-78-2222）　湯沢支店長　菅野重修（TEL0183-73-5135）
稲川支店長　髙橋政志（TEL0183-42-2104）　東成瀬支店長　髙橋陽子（TEL0182-47-2131）
雄勝支店長　赤川宏人（TEL0183-52-2105）　羽後支店長　布目慎治（TEL0183-62-1375）

ʲ大ձʹͭいͯのࢀՃਃࠐみͱ͓い߹Θͤઌʳ

֨ࢿՃऀࢀ +"͜·ͪの߹һฒͼʹ͝ར༻ऀ͞·

క݄̒̑ͱͤͯ͞いた͖ͩ·͢ɻࠐみͩ͘͞いɻਃࠐͰ͓ਃ·ه্

6/19
令和7年

木

ͷٻਓɾٻ৬डதʂۀ
ＪＡこまちでは、農家（求人者）と働き手（求職者）をつなぐ無料職業紹介所を開設しております。
詳しくは下記お問い合わせ先までお願いいたします。

<お問い合わせ> ̟̖͜·ͪແྉ৬ۀհॴ
担当部署：営農部　営農企画課　TEL�0183-78-2234　FAX�0183-72-6278
受付時間：土日／祝日を除く　８：30～17：30

ްੜ࿑ಇେਉɹಧग़൪߸ɹ���ಛ�������

̟̖こまͪແྉ৬業հॴ

農Ոʢٻਓ者ʣ ಇき手ʢٻ৬者ʣܖ༺ޏ

հհ

ਓٻਓٻ
ਃࠐΈਃࠐΈ

հհ

৬ٻ৬ٻ
ਃࠐΈਃࠐΈ

+"͜ま͔ͪΒのおΒͤ

+"͜まͪແྉ৬業紹介ॴ͔ΒのおΒͤ

ʂͩ͠ύοΫࢫ
���Hʢ�Hʷ��ାʣ

؆୯෩

໊༷ʹϓϨθϯτ

はղܾ。あなたかΒखをିしてあげΔͷも˕。レジャーにπΩࣄりࠔΕてݱ運は好ௐ。ॿ͚てくΕΔਓが　（1/19〜12/22）࠲༼ࢁ ࣹख（12/21〜11/23）࠲　पғが࣍ୈに૽がしくなってきͦう。લはؒ࣌がऔΕΔͷで༻ࣄはૣΊにࡁまͤて。ޙはਓとͷؒ࣌をେに�3 �2



information

盛り上げよう！ 秋田の農業！

皆さんが秋田県産のお米や青果物、牛
乳、お肉などを口にすることが、日々、
安全で安心な農畜産物を生産している
生産者へのエールになります。

ＪＡグループ秋田・ＪＡ全農あきたは、
生産者の営農を支え、農畜産物を消費
者にお届けすることを担う団体として、
生産者と消費者の双方が｢秋田の食｣を
接点につながり、支え合い続けられる
ように、「ｅａｔ　ＡＫＩＴＡ(イートアキタ)
プロジェクト」を展開しています。

eat AKITA プロジェクト
特設サイト ＪＡ全農あきた

インスタグラム

組合員資格確認について ～ 組合員資格のご確認をお願いいたします ～

○正組合員から准組合員へ資格変更が必要となる方
　農業経営をやめた方、もしくは１年のうち50日以上農業に従事しなくなった方
○准組合員から正組合員へ資格変更が必要となる方
　農業経営をはじめた方、もしくは１年のうち50日以上農業に従事するようになった方
○組合員本人の死亡
　相続による名義変更、又は、脱退手続きが必要になります。
　（その他当ＪＡでご利用いただいて、貯金･共済･購買などの名義変更も必要になります。）
○その他、変更があった場合
　改姓された方や住所・電話番号を変更された方　等
※上記の項目以外でもご不明な点がございましたら、最寄りのＪＡこまち各支店までご相談ください。

　日頃より、当ＪＡの各事業にご理解、ご協力をいただきまして、誠にありがとうございます。
　組合員の皆さまに、組合員資格について変更が無いかご確認をお願いいたします。
　当ＪＡでは定款の定めにより、組合員資格に変動がある場合は、その旨を届け出ていただくことに
なっております。
　つきましては、組合員資格･氏名･住所･電話番号等の届出事項に変更･修正があった場合、又は、相
続等により変更がある場合は、変更手続きが必要となりますので、お手数をお掛けいたしますが、最
寄りのＪＡこまち各支店までお申し出いただきますよう、お願いいたします。

ٞҊୈ̍߸
　ྩ̒年度ܾํࢉにͭいて
ٞҊୈ̎߸
産ཧํにͭいてࢿఆݻ　
ٞҊୈ̏߸
　ϋϥεメンτのࢭにؔするنఔのҰ෦վ
ఆにͭいて

ٞҊୈ４߸
　ब業نଇのҰ෦վਖ਼にͭいて
ٞҊୈ̑߸
ଇのҰ෦վਖ਼にͭいてن৬員ब業࣌ྟ　
ٞҊୈ̒߸
　৬員څ༩نఔのҰ෦վਖ਼にͭいて
ٞҊୈ̓߸
　ॾنఔのҰ෦վਖ਼にͭいて
ٞҊୈ̔߸
ఔの੍ఆにͭいてنใのऔѻ߁݈　
ٞҊୈ̕߸
ఔのҰ෦վਖ਼にن業所運Ӧࣄޢఆ௨所հࢦ　
ͭいて

ٞҊୈ10߸
　ୈ2�ճ௨ৗ૯会の開催日ٴ࣌び開催場所
にͭいて

　開催日࣌ʗྩ̓年̒月2�日ʢʣޕ後̍࣌
　開催場所ʗ౬จԽ会ؗ　େϗーϧ
　　　　　　ʢ౬ࣈࢢԭ10��1ʣ
ٞҊୈ11߸
　ୈ10࣍農業ৼܭڵըʢҊʣにͭいて
ٞҊୈ12߸
　ୈ10࣍தظ૯合͔̏年ܭըʢҊʣにͭいて
ٞҊୈ1�߸
　ྩ̓年度ܦӦܭըॻʢҊʣにͭいて
ٞҊୈ14߸
　ྩ̓年度ϦεΫཧํにͭいて
ٞҊୈ1�߸
　ྩ̓年度༨༟ۚ運༻ํٴび運༻ํ๏に
ͭいて

ٞҊୈ1�߸
　ྩ̓年度ି出ۚのऔΓ組Έํにͭいて
ٞҊୈ1�߸
　ྩ̓年度ିۚརの最ݶߴ度ܾఆにͭ
いて

ٞҊୈ18߸
　ྩ̓年度आ入ۚの最ݶߴ度ܾఆにͭいて
ٞҊୈ1�߸
　ྩ̓年度৴༻のڙ༩の最ݶߴ度ֹのܾ
ఆにͭいて

ٞҊୈ20߸
　ྩ̓年度ෆྑݖ࠴のॲཧํにͭいて
ٞҊୈ21߸
　ྩ̓年度販売ख数ྉのઃఆにͭいて
ٞҊୈ22߸
　ྩ̓年度ར༻ࣄ業ྉۚのઃఆにͭいて
ٞҊୈ2�߸
　ྩ̓年産ถにؔする出荷ܖॻにͭいて
ٞҊୈ24߸
　ྩ̓年度購ങख数ྉのઃఆにͭいて
ٞҊୈ2�߸
　ཧࣄと組合とのܖにؔするঝೝにͭいて
ٞҊୈ2�߸
　େିޱにͭいて
ٞҊୈ2�߸
　౬ɾ༤উ地۠ＪＡ合ซڀݚ会͔Β౬ɾ
༤উ地۠ＪＡ合ซਪ進ٞڠ会ʢຊٞڠʣ
Ҡߦすることにͭいて

৹߲ٞࣄୈ̍߸
　ྩ̒年度ܾࠪࣄࢉ実ܭࢪըにͭいて
৹߲ٞࣄୈ̎߸
　᷂αンϑΝーϜこまちの業ٴびࡒ産ঢ়گ
ௐࠪにͭいて

৹߲ٞࣄୈ̏߸
　ྩ̓年度ܭࠪࣄըにͭいて
৹߲ٞࣄୈ４߸
　ྩ̓年度ࠪࣄにるඅ༻ܭըにͭ
いて

ཧ ࣄ ձ ใ ࠂ
３月定ྫཧࣄ会
開 催 日　令和̓年３月2�日
開催場ॴ　本ళ　大会ٞࣨ

 ࣄ ձ ใ ࠂ
ୈ12ճࣄ会
開 催 日　令和̓年３月25日
開催場ॴ　湯沢支ళ̎֊　会ٞࣨ

ංྉআࡎΛ֎ʹ์置͍ͯ͠まͤΜ ʁ͔
ʙංྉͷదਖ਼อͷపఈʹ͍ͭͯʙ

ɹ͞ൢࢢれているංྉやআࡎのதには、രൃのݪྉにͳり
得るものが͋ります。
ɹ౬ܯॺでは大ࡕɾؔສതの։࠵Λଊ͑ͯɺςϩରࡦΛ
。Խしていますڧ
ɹ農ൟظをܴ͑るに͋たり、࣍の点に͝ྗڠを͓ئいします。

౬ܯॺ͔Βのおئい

˔ංྉɾআࡎのదਖ਼ཧ
　֎Ͱੵみ͠た··ʹͤͣɺ
伴のかかΔݿͰอ͢Δɻ

の௨ใܯ˔
　౪ɾฆࣦʹ͕ͭؾいたࡍɺ
௨ใ͢Δɻܯʹ͙͢

౬ܯॺ
ὸ����ô��ô����

令和７年４月から新しくＪＡこまちの
仲間となりました３名の
新採用職員をご紹介します！

ᶃお͘　Ώ͏たΖ͏

ᶄࡁܦ෦　農機センター
ᶅ組合員や地域の皆さま͔Β৴པ
を͚る৬員となΓ、Ұ日でも
ૣ͘皆さまのおにཱてるΑ͏
ਫ਼進してまいΓます。

ᶆҰظҰ会

ᶃささき　͘おΜ

ᶄۚ༥共ࡁ෦　༥ࢿ՝
ᶅҰ日でもૣ͘、地域農業のൃ展
にਚྗできるΑ͏、た͘さΜの
ことをֶびؤுΓます。

ᶆୋはٌ͑てもึをఠまͣ

ᶃさと͏　しΐ͏ま

ᶄ౬ࢧళ
ᶅ皆さまのおྗになれるΑ͏ਫ਼進
してまいΓます。

ᶆӍ߱って地ݻまる

ᶃࢯ名
ᶄଐઌ
ᶅ+A৬員としてのҙࠐؾΈ
ᶆ࠲ӈの

４
月
か
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
！

ૣ。良好なελーτですがɺԼ०はϖーεμϯ　（3/20〜2/19）࠲ڕ ΊにできΔことはલ倒しで。༑ਓやਓとա͝すؒ࣌にπΩあり ਫළ（�2/1〜1/20）࠲　運気はޙにೖり好స。しくてもຊ気で向き合͑活࿏をݟいͩͤます。ϐϯνͷときこͦΫーϧにஅして�� ��



到
米
村
ま
で
行
く
ま
で
も
な
い
。
実
情

は
解
っ
た
」
っ
て
、
久
保
田
城
さ
戻
る

ご
ど
ぇ
し
た
け
ど
。
報
告
を
受
げ
だ

殿
様
は
「
直
訴
状
の
内
容
に
相
違
な

し
」
っ
て
認
め
で
、
二
人
を
正
保
３

（
１
６
４
６
）
年
３
月
に
放
免
し
て
上

到
米
村
さ
戻
し
た
ん
だ
ど
。

　

村
人
の
年
貢
は
減
免
さ
れ
で
、
滞
っ

て
だ
年
貢
も
年
賦
で
払
え
る
ご
ど
ぇ

な
っ
た
け
ど
。
甚
助
の
功
績
を
末
代
ま

で
忘
れ
で
は
で
げ
ね
ゃ
ど
っ
て
、
村
の

衆
は
そ
の
名
前
を
石
さ
刻
ん
で
神
様
ど

し
て
祀
っ
た
ん
だ
ど
。

と
っ
ぴ
ん
ぱ
ら
り
の
ぷ
う

　

殿
様
の
駕か

ご籠
が
目
の
前
を
通
り
か

が
っ
た
時
、
甚
助
が
「
お
願
い
た
て
ま

つ
る
」
っ
て
叫さ

が

ん
で
、
直
訴
状
を
挟
ん

だ
青
竹
を
頭
上
高
ぎ
ゃ
ぐ
差
し
上
げ
だ

ん
だ
ど
。
そ
れ
さ
続
い
で
、
治
兵
衛
も

飛
び
出
し
た
け
ど
。
警
護
の
家
来
が

「
狼ろ

う
ぜ
き
も
の

藉
者
」
っ
て
叫
ん
だ
瞬
間
、
日
差

し
を
浴
び
る
ど
っ
て
半
開
き
に
し
て
だ

殿
様
の
駕
籠
の
覗
ぎ
窓
が
ら
、
直
訴
状

が
手
渡
さ
れ
だ
ん
だ
ど
。
家
来
衆
は
血

相
を
変
え
で
二
人
を
取
り
囲
ん
だ
ど
も
、

殿
様
の
「
止と

ど

ま
れ
」
っ
て
い
う
一
声
で

二
人
は
斬
り
捨
て
ら
れ
ね
ゃ
で
、
久
保

田
城
さ
引
ぎ
立
で
ら
れ
だ
ん
だ
ど
。

　

殿
様
は
、
山
奥
の
農
民
の
血
の
滲に

じ

む

え
た
生く

ら
し活

を
訴
え
る
直
訴
状
さ
心
を
動

が
さ
れ
で
、
夏
の
土
用
に
調
査
の
御
検

視
役
ど
ご
上
到
米
村
さ
向
が
わ
せ
だ
ん

だ
ど
。
御
検
視
役
の
一
行
が
横
根
峠
さ

差
し
掛
が
っ
た
ば
次だ

ん
だ第

ぇ
寒
ん
び
ぐ

な
っ
て
き
て
、
俄
が
に
空
が
真
っ
暗
ぇ

な
っ
た
け
ど
。
間
も
ね
ゃ
ぐ
突
風
が
吹

ぎ
始
め
で
、
小
指
ぐ
り
ゃ
の
雹ひ

ょ
う

が
傘
を

貫
ぐ
ぇ
た
勢
い
で
叩
き
付
け
で
き
た
ん

だ
ど
。
吹
ぎ
飛
ば
さ
れ
そ
ぇ
な
っ
た
一

行
は
前
さ
進
め
ね
ゃ
ぐ
な
っ
て
、「
上

　

昔
む
が
し
、
上
到
米
村
は
冷
害
、
水

害
、
病
虫
害
で
凶
作
が
続
い
で
、
年
貢

が
十
年
も
滞
っ
て
だ
ん
だ
ど
。
肝
煎
り

の
遠
山
治
兵
衛
は
何
ん
じ
が
さ
ね
ゃ
ば

で
げ
ね
ゃ
ど
っ
て
、
村
人
の
甚
助
ど
さ

相
談
を
持
ぢ
か
げ
だ
け
ど
。
二
人
し
て

何
度
も
相
談
し
て
「
こ
れ
な
ば
、
直
に

佐
竹
の
殿
様
ど
さ
直
訴
す
る
し
か
ね
ゃ

べ
な
」
っ
て
ゆ
う
ご
ど
に
な
っ
た
ん
だ

ど
。
失
敗
せ
ば
磔は

り
つ
け刑

に
さ
れ
る
な
覚
悟

し
て
、
村
を
出
発
し
た
け
ど
。

　

佐
竹
の
殿
様
が
参
勤
交
代
で
通
る
道

筋
で
直
訴
で
げ
る
な
は
横
手
の
博
労
橋

の
袂た

も
と

し
か
ね
ゃ
っ
て
調
べ
上
げ
で
、
直

訴
状
を
懐
に
し
て
待
ち
構
え
で
え
だ
な

だ
ど
。
二
人
が
初
め
で
見
る
行
列
は
厳い

が

め
し
し
て
、
体
が
震
え
る
な
堪こ

ら

え
で
頭

下
げ
で
待
っ
て
だ
ど
。 ˔

࠶
話
ʗ
中

จ
ࢠ

甚
助
地
蔵

▲ 羽 後 町 上 到 米 の 甚 助 地 蔵

ʢྩ̓年̏月ʣ
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２
０
２
５
年
が
ス
タ
ー
ト
し
て
早
く
も

４
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
農

家
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
は
農
作
業
が
本
格

的
に
始
ま
る
時
期
で
す
。
作
業
中
の
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
も
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け

で
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
Ｊ
Ａ
こ
ま
ち
に
は
今
年
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
新
採
用
職
員
が
３
名
入
組
し
ま
し

た
。
３
名
は
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
に

配
属
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
の
１
歩
を

踏
み
出
し
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ま
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

	

○遠

こ
ま
ち
の
昔
語
り
に
関
す
る
ご
感
想
や

お
問
い
合
わ
せ
は
…

中
川
文
子 

０
９
０
―

８
２
５
７
―

６
２
９
２

ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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